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に関する生物測定・標識放流・海洋観測基礎資料集。

抄 録

沿岸域で操業する中・小型氷蔵船14隻、沖合で、操業する中型凍結船20隻による標本船調査及び試験船

東奥丸(調査海域;370ー14'N-450ー27'N、135。ー12'E-1400ー36'E)、青鵬丸(調査海域400-

09'N、-490-49'N、1390-00'E-140。ー03'E)による漁場環見分布状況等について調査を実施

した。

1.漁場環境

対馬暖祈誠の水温は平年に比べ低めに推移し、水塊配置からみた流型は、主漁期の6-7月蛇行型

であった。

2.分布

(1) 沿岸域北上期の漁場は例年に比べ沖合への拡がりが目立ち広範囲であったが、南下期では、狭

くなっていた。

(2) 沖合域北上期の漁場は日本海中央部で大陸寄りでの操業はみられなかった。南下期では11月か

ら南下傾向及び日本本土寄り傾向が顕著となった。

3.魚体

沿岸域、沖合域とも例年に比べ、大型であった。

4.水揚量

(1)沿岸域主要因港への水揚量は、1，834トンで、昨年を下回った。

(2) 沖合域凍結船の八戸港及び大畑港〈の水揚量は 16.439トンで、昨年を l万トシ程下回る低調な

ものであった。
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